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1. はじめに 
 新型コロナウイルス（COVID-19）の感染拡大により、

2020 年度は我が国の多くの大学が少なくとも前期はキ

ャンパスを封鎖し、完全なオンライン授業を行うという

未曾有の状況が出現した。大東文化大学も例外ではない。

それまでオンライン授業などとは縁がなかったほとんど

の大学教員がオンデマンド（以下 OD)動画を作成したり

Zoom ミーティングを行ったりという形によって自宅や

研究室から授業を行った。本論文は筆者が行った英語教

員養成系の授業と英語スキル養成系の授業すべてをでき

る限り詳細に振り返ることを目的とする。 

 

2. 我が国におけるオンライン授業浸透度 
 2003 年刊行の『応用言語学事典』には「オンライン授

業」「オンライン教育」という用語は現れず、「インター

ネット教育システム」の項に以下の記述がある。 

教育方法は、ウェブページによる静的な情報伝達が

基本。電子メールやメーリングリスト、掲示板シス

テム、チャットシステムなどを併用して対話的な情

報交換やグループ内の議論を行っているものもある。

さらにパーソナルコンピュータのマルチメディア機

能の発展を受けて映像や音声を伴う教育も行われて

いる。(p. 683) 

 2003 年当時にはテキストベースの情報伝達が主で映

像や音声を伴う教育は始まったばかりであった。この 12

年後に船守(2015）は「（アジアや欧州では）気がついて

みたらオンライン教育に類する取り組みが、高等教育に

おいても広く浸透していたことに気づかされる」一方で、

「日本については（中略）MOOC やオンライン教育にはま

だ火がそれほどついていないようだ」が、「それでも何ら

かの形でオンライン教育、あるいは LMS の利用にはチャ

レンジしていきたいものである」(p. 47)と記している。

すなわち、2015 年の時点でも、技術的には可能になって

いたオンライン教育が大学教育において極めて広く利用

されていた、とは言い難い。 

 この意味で 2020 年の初頭から我が国にも急速に拡大

した COVID-19 へ感染は、大学授業に根本的かつ突然の変

革を強制的にもたらしたと言える。少なくとも首都圏の

大学のほとんどがキャンパスを封鎖し、それまで一部の

教員しか実施していなかったオンライン授業をほぼすべ

ての教員が実施せざるを得ない状況がいきなり出現した。 

 

3. 2020 年度授業の種類 
 2020 年度前期に筆者が担当した学部授業の名称、対象

年次、形態を表 1 に示す。表中の 1〜4 が大東文化大学の

授業で 5 と 6 は他大学の授業である。「形態」欄の OD と

は非同期型の授業であり、Z は Zoom をもちいた同期型の

授業である。3 と 4 のみ Zoom を併用し、それ以外はすべ

て OD 型で実施したことを示している。 

 授業はオンライン型になることが決定したと同時に、

筆者は基本的に OD 型を基本とすることを決めた。この選

択には大東文化大学として学生に対するネットワーク負

荷がより低い OD 型が推奨されていたことに加え、大きく
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次の２つの理由があった。 

 第１に先行きの見えないオンライン授業における不確

定要素をできる限り少なくしたいと考えた。3 と 4 に関

しては学期開始以前からメンバーが確定していて LINE

やメールを通じて様々な連絡・調整が可能であり、Zoom

の試用なども可能だったが、他の授業はすべて履修者が

未知であったため、個々の通信環境に左右される部分の

大きい Zoom の使用はためらわれた。 

 

表１ 2020 年度前期担当授業および形態 
# 授業名称 年次 形態 

1 英語教育学入門 A 1 OD 

2 教科教育法（英語）基礎 A 2 OD 

3 ゼミナールⅢA/ⅣA 3 & 4 OD + Z 

4 教職セミナー（専門英語） 3 & 4 OD + Z 

5* 英語 R（中級） 1 OD 

6* 言語・教育演習 B 3 OD 

*: 他大学授業 

 

 第２に OD 動画はコスト・パフォーマンスが高いと考え

られた。OD 動画はいったん作ってしまえば繰り返し使用

できる。例えば２は２コマ開講科目であるが同一の動画

を使用することができる。（ただし後述するフィードバッ

ク動画に関しては２コマ分作る必要がある。）一般論とし

て教育のための労力を惜しむ意図は一切ないが、授業効

果が一定であるならば、エフォートを節約できる部分は

節約し他に回すほうが合理的である。 

 1、2、4，5，6 は毎年基本的に同一の教材を使用する

授業であるため、今年作った OD 動画を来年以降も使用す

ることも可能なはずである。来年度もまたオンライン授

業を継続しなくてはならない場合にも対応できるし、対

面授業が可能になった場合であっても、授業内容をすべ

て収録してある OD 動画を授業外で視聴させたうえで対

面授業を実施するならば、昨年までの対面授業より内容

の充実した反転授業（船守, 2014）も可能となる。 

 以上の２つの理由により 1，2，5，6 については少なく

ともまず OD でスタートし、軌道にのった頃には Zoom の

併用も試みようと当初は考えた。（しかし結果的にはそう

はならず、最後まで完全 OD 型で実施することとなった。

OD 授業のサイクルが確立し、その中で十分な教育効果を

感じていたこと、学期途中で新しい方式を組み入れる余

裕がなかったことが理由である。） 

 

4. OD 動画作成にあたっての基本方針 
 全授業の基本となる OD 動画の作成にあたっては以下

の方針を立てた。 

 

4.1 教科書もすべて動画内で提示する 
 学期開始当初はキャンパス自体が封鎖されており、指

定した教科書が学内書店から学生の手元に渡るのかどう

なのかについて確定情報がなかった。そこでその状況が

明らかになるのを待たず、最初から学生はひとりも教科

書を持っていないという状況を前提として授業を組み立

てることとした。すなわち授業に必要な教科書・教材は

すべて動画の画面で提示することにより、仮に紙媒体の

教科書が手元にない場合でもその動画さえみればすべて

の学修が可能になることを保証することとしたのである。

シラバスで学生に示した文言は「もちろん教科書が手元

にあったほうが便利ですが、たとえなくともなんとかな

るように動画を構成します。ただし教科書はなるべく早

く購入してください。」というものである。 

 授業ごとの教科書・教材の一覧を表２に示す。 

 

表２ 前期担当授業の教材・教科書 
# 教材・教科書 

1 使用する楽曲の歌詞 

YouTube の公式ミュージックビデオ 

2 『英語授業の心・技・体』（靜, 2009） 

『LINKS 1500 大学生のためのトピック別必修英

単語』(望月他, 2013) 

『日本語ネイティブが苦手な英語の音とリズムの

作り方がいちばんよくわかる発音の教科書』（靜, 

2019） 

中学・高校の授業記録動画 

3 学生が動画を作成（詳細は後述） 

4 教員採用試験の過去問題 

5 Ambitions Pre-intermediate.（VELC 研究会教材

開発グループ、2018） 

6 Teaching American English 

Pronunciation.(Avery & Ehrlich, 1992)（一部） 

YouTube の公式ミュージックビデオ 

 

 見て分かるように 2，5，6 の授業では印刷媒体の著作

物を含む。この場合、当該著作物の PDF 版をもちいて動

画を作成した。ただし学生には当該著作物は必ず購入す

るように manaba 上で指示した。（なおその後、学期末時

点で当該著作物と学生証を並べて写真に撮ったものを提

出させることにより、ほぼ全員が購入していたことを確

認している。購入していなかった若干名についても後期

までには購入することを確約させている。）4 については

もとは自治体が実施した試験の過去問題であり実施後に

は公表されている印刷物を PDF 化して動画撮影した。 
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 いずれにせよ印刷媒体の PDF を直接学生に配信する方

法は取らず、PDF を教員の PC 上に表示したものを動画撮

影し、それを MP4 ファイルとして当該授業の履修者のみ

が視聴できる形で大学から提供されている Google Drive

上に置く、という形をとった。動画の中でその授業に必

要な箇所だけを提示するという形であれば、PDF 自体を

配信してしまうのに比べて、意図している以外の学生の

手に渡って当該著作権物の将来的な売上に影響するなど

の可能性は低くなると判断した。（なお表２の出版社の少

なくとも一社は 2020 年度に限り、学生に購入もさせると

いう条件で自社の教科書をオンライン授業のために何ら

かの形で配信することを許諾している。） 

 なお、当初は新しく動画をアップロードする毎に URL

を取得してそれを配信するつもりだったが、当該授業ご

との動画用フォルダの URL を配信しておき、あとはその

フォルダに動画を累積的にアップロードしてゆくほうが、

URL を知らせる手間が一度で済むことに気づきそのよう

な形をとった。 

 

4.2 対面授業をほぼそのまま動画にする 
 授業動画は、学期を通じて毎週５〜６コマ分を作成す

る必要がある。よって無理なく続けられるサステイナビ

リティが大切だと考えた。その意味でもベストなのは OD

動画のために特別に新しいことを始めるのではなく、昨

年度までの対面授業でやっていた内容を可能な限りその

まま動画内で再現することである。 

 筆者はこれまでの対面授業においても常に PC 画面に

ワードファイルや音声ファイルや動画ファイルを投影／

再生し、それをもとに説明したりやりとりをしたりする、

というスタイルを基本としてきた。よって OD 動画におい

ても対面時と同じように PC 画面を投影し、教室にいる学

生に向かって語る代わりに PC 画面に向かって語りかけ、

その映像と音声をそのまま録画するのがもっとも合理的

であり、対面授業との乖離が少ない。 

 そこで使用することを決めたのが Camtasia® 2019（最

新版は2020が出ている）というソフトウェアである。

Camtasia®の基本的な機能はPCの画面をそのまま録画す

ることである。デスクトップ全体を録画することもでき

るし、範囲を指定することも可能だ。 

 Camtasia®を使い、筆者が操作している PC の画面の動

きと筆者の肉声あるいはファイルから再生されるコンピ

ュータ音声のすべてを同時に記録して OD 動画とするこ

ととした。典型的には、教科書である PDF の１ページを

表示しながら教科書付属の音声ファイルを再生し、それ

についてなにかコメントしながら PDF の該当箇所にハイ

ライトや下線を施したり、強調のためにマルをつけたり、

という何らかのマークアップをする、というものである。 

 

4.3 動画は基本的に編集しない 
 またルーティーンとしての動画作成なので、サステイ

ナビリティのためには過度な作り込みをしないことが重

要だと考えた。対面であれば 90 分間で授業が終わる。そ

れに準じて、対面でも行うであろう授業内容を可能な限

りそのまま PC 上に 90 分間の「一人芝居」で再現し、そ

れをそのまま Camtasia®で録画しておいたものをそのま

ま完成品とする、ということである。これであれば 90

分間の独演の録画が終了したと同時に動画も（レンダリ

ングのために必要となる時間を除き）完成する。 

 いわゆる「一発撮り」なのでとうぜん、言い間違えや

言いよどみが発生することもあるし、場合によっては軽

微な操作ミス（たとえば画面のある部分を黄色でハイラ

イトするつもりが誤って緑色でハイライトしてしまう、

など）も起こる。それらをあとから編集で削除したりせ

ず、そういうときに思わず出る「おっと間違えましたね」

といった筆者のつぶやきなども含めてそのまま動画にし

た。これは編集の手間を省いてサステイナビリティを確

保するという消極的な意味合いだけでなく、それを見る

学生にそのほうが OD ビデオではあっても生放送を見て

いるような臨場感を少しでも持ってもらえるのではない

か、との狙いもあった。対面授業であっても言い間違い

や言いよどみは当然存在するのである。 

 

4.4 授業内の区切り毎に別動画とする 
 第一週目のみは、1 コマぶんの動画の最初から最後ま

でを一発撮りで作成した。しかし第 2 週目からは 1 コマ

の最初から最後までを一気に撮るのはやめ、内容的な区

切りごとに録画→録画終了→書き出しを行った。 

 例えば２の授業は、 

(a) 前の週の録音に対するフィードバック 

(b)『英語授業の心・技・体』の解説と英文サマリーの音

声化練習、 

(c) 単語集の単語と例文の音声化練習およびワークブッ

クのリスニング練習、 

(d)『発音の教科書』の解説、 

の４つの大きなセクションからなっているが、これらの

(a)〜(d)を別々に作成し、動画ファイルも 4 つ作成した。

２の授業の第２週用にアップロードしたファイル名は以

下のようになっている。 
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基礎 A session 02-a Fdbk.mp4 

基礎 A session 02-b 心技体.mp4 

基礎 A session 02-c LINKS.mp4 

基礎 A session 02-d 発音.mp4 

 

 90 分間の動画を最初から最後まで一発撮りで作成す

るよりも、20〜40 分の動画を別々に作成するほうが、撮

影に入るまでの準備も含め、やりやすいためこのような

形に落ち着いたのである。 

 

4.5 動画内で授業者の顔を見せる 
 双方向的やりとりのない OD 動画においては一方的に

喋っている形になる授業者にたいして親近感を持っても

らうことが教育効果の上でも大切であろう。話している

姿を見せたほうが、視聴する上での集中力も高まると期

待される。特に筆者の姿をキャンパスで見かけたことす

らない１年生対象の動画であればなおさら筆者の顔を提

示することは必須だと思われた。 

 Camtasia®の録画方法のオプションには、ウェブカメラ

で PC の操作者（＝筆者）の映像を画面の一部に小さくワ

イプで入れる機能がある。当初はこのオプションを利用

して動画を作成しようと考えており、実際に４の授業の

動画で３回ほど利用した。しかしその後、このオプショ

ンは使うのはやめてしまった。授業の間じゅうずっと自

分の顔映像が撮影されていることに心理的抵抗を感じた

のと、また背景すなわち撮影場所である自宅の様子が映

り込むのも避けたかったからである（Camtasia®にはバー

チャル背景機能はない）。 

 そこで、自分が話している映像をワイプで入れる代わ

りに、毎回の動画の最初には自撮りをした静止画を３秒

ほど表示し、「みなさん、こんにちは！靜です。今日も授

業を始めたいと思います。」と挨拶してから本題に移ると

いう形式とした。 

 

4.6 課題に対するフィードバックも動画にする 
 完全に OD 形式のみで行ったすべての授業において自

分の音読を録音して音声ファイルで提出する課題を毎週

（1、2、6）もしくは隔週（5）に課したが、その提出さ

れた音声の質に対するフィードバック（評価および向上

のためのアドバイス）も動画にし、次週の授業に合わせ

て配信することにした。学生の音声ファイルは manaba

に提出されてくるので、フィードバック方法のオプショ

ンとしては（１）音声でするのか、テキストでするのか、

というモードの選択肢と（２）当該学生だけに見える形

でするのか、全員に見える形でするのか、という形式の

選択肢がある。モードに関してはキーボードから打ち込

むよりも口頭でコメントして録画したほうがたやすい。

形式に関しては、個人に対するフィードバックも全員に

見える形で行ったほうが授業効果（フィードバックのコ

ストと学生全員が改善する度合いの割合）が高いし、そ

もそも対面授業であればそのような形で行っている。よ

って全員の録音ファイルを PC 上で再生しそれぞれをそ

の場で評価しアドバイスする様子を Camtasia®で録画す

ることとした。 

 なお、対面授業であれば学生同士が顔なじみになり、

個人が指名されて例えば音読し、その質について教師が

論評するのを全員が聞いて学習するわけである。他の学

生の要改善点から学ぶことが大切なのであるが、学生同

士が対面したことがないオンライン授業ではお互いの自

尊感情に対するある程度の配慮が必要だと考えた。そこ

で 1、5、6 においては提出ファイル名に個人名を含めず

学籍番号のみとした。こうすることでフィードバック動

画において個々の学生の音声が再生される際に表示され

るファイル名に見えるのが学籍番号のみとなり、要改善

点が指摘された個人の自尊感情をある程度守ることがで

きたはずである。ただし２に関しては教員免許取得を目

指す２年生以上の学生が履修する教科教育法の授業であ

り、その配慮は無用だと判断し、ファイル名には氏名を

明記させた。 

 

5. 各授業の様子 
5.1 英語教育学入門 
5.1.1 授業の概要 
 英語の歌を教材として実際に歌唱しながら英語発音に

ついての知識を深め、実技トレーニングし、 かつ歌詞を

利用して語彙の拡充を目指す。実質履修者数は最終的に

57 名（英語学科１年生）。 

5.1.2 OD 動画の種類 
a. 録音課題に対するフィードバック動画 
 毎回の課題である、その日に練習した歌の一部（１０

秒程度）をアカペラで歌った音声ファイルを筆者の PC

上で再生し、それに対して発音の評価および改善のヒン

トを与えたもの（20 分程度）。 

b. その日の楽曲の練習動画 
 YouTube の公式ミュージックビデオと歌詞をタイプし

たワードファイルを使用し、歌詞の発音上の留意点をハ

イライトした画面を示しながら、歌詞の音節とメロディ

の音符の対応関係などを解説したあと、筆者の歌唱と公



2020年度前期コロナ禍におけるオンデマンド型主体の英語系オンライン授業

125

式ミュージックビデオの当該部分の歌唱を比較対照しな

がら提示し、適宜ポーズをあけて練習を促したもの(30

分程度）。 

c. 課題指示動画 
 その日に扱った歌詞に使用されている語のなかから５

つ、ウェブ上の Longman Advanced Learner's Dictionary 

(https://www.ldoceonline.com/)を利用した定義を筆者

が口頭で提示して、該当する語を探して回答する（ワー

ドサーチ課題）よう指示し、かつその日に歌った一部（4

行程度）を録音する（録音課題）指示したもの（5 分程

度）。 

5.1.3 課題とフィードバック  

  いずれの課題も manaba の小テストとして出題した。

ワードサーチ課題は自動採点し、締切と同時に正解と成

績が表示されるように設定した。録音課題についてはア

ップロードされたファイルをダウンロードしてからひと

つひとつ再生し、フィードバックを与える様子を録画し、

次回の授業動画の一部とした。フィードバックは「サド

ンデス方式」によった。すなわち発音の決定的不備が出

現した時点で再生を止め、そのことを指摘し、次の学生

に移った。  

5.1.4 留意点と考察 
 一度もキャンパスに来たことのない１年生であること

に配慮し、フィードバックの言葉遣いも特に学期の前半

は厳しくなり過ぎないよう留意した。ワードサーチ課題

については、英語定義を聞くのが初めての学生も想定し、

毎回の成績を確認しながら難易度を微調整した。 

 

5.2 教科教育法（英語）基礎 A 
5.2.1 授業の概要 
 英語授業についての考え方を学ぶとともに、将来の教

員としての英語技能とくに音声面を鍛える。実質履修者

数は最終的に２クラス合わせて５１名（英語学科２年

生・教育学科２年生・英米文学科４年生）。 

5.2.2 OD 動画の種類 
a. 録音課題に対するフィードバック動画 
 前回の授業動画の最後で指定した原則として４つの文

の音読を録音してきた全員のファイルを再生し、その場

でその質を評価し要改善点を伝える様子を録画したもの。 

 履修者全員のファイルを４文すべて再生してそのすべ

てにフィードバックするのはサステイナブルではないと

考え、分割方式もしくは上述した「サドンデス方式」を

とった。分割方式とは学生全員をおおよそ４グループに

分け、最初のグループは第１文だけを再生してフィード

バック、第２のグループは第２文だけを再生してフィー

ドバック、という形で、個別学生に着目するとどれか１

文に対してのみフィードバックする形式である。 

b.『英語授業の心・技・体』関連動画 
 まず自著の『英語授業の心・技・体』の PDF の一部分

を画面に表示して、ハイライトやマークアップをしなが

ら講義し、補足説明を加えた。つぎにその内容を 80〜100

語程度で筆者がまとめた「心・技・体サマリー英文」を

Word ファイルで提示して、ハイライトしながら音読し、

音声上の注意を与えながらポーズを置いて音読し、学生

がリピートする機会を設けた（30 分程度）。 

c. LINKS 関連動画 
 教科書指定した LINKS 1500 は 1 パートに 50 の語が例

文とともに提示されている。画面に PDF でページを提示

し、発音上注意すべき箇所（分節音やリンキング、プロ

ソディなど）を指摘しながら、付属のネイティブ録音音

声を再生した。録音音声の構成は、（１）２つのターゲッ

ト語、（２）１つ目のターゲット語の例文、（３）２つ目

のターゲット語の例文、というものだった。そこで、（１

a）筆者が２つのターゲット語の音声上の留意点を指摘、

（1b）２つのターゲット語の録音音声を再生、（2a）筆者

が第１の例文の分節音、リンキング、プロソディの特徴

を予想して指摘、（2b）第１例文を再生し、予想との異同

を確認、（3a）第２例文の分節音、リンキング、プロソデ

ィの特徴を予想して指摘、(3b) 第２例文を再生し、予想

との異同を確認、という手順を踏んだ。単に音声を聞か

せるだけだと成人学習者である大学生には母語にない音

が知覚できない可能性もあるため、英語音声の特徴につ

いて明示的に指摘すると同時に聞かせることで知覚の正

確度を向上させることを狙ったものである 

 この動画の中では、音読を録音して提出すべき３つの

文を指定し、かつ 50 語の中のいずれかの５語について

Longman Advanced Learner's Dictionary の定義を筆者

が口頭提示して、その５語をサーチするよう指示した。 

 当該単語集の Teacher's Manual には、そのパートのタ

ーゲット語を用いた読み物題材、そのネイティブ録音、

True False 問題、単語空所補充問題が用意されていたた

め、これを利用して、（１）読み物題材のネイティブ音声

のみをリスニング題材として１度だけ再生提示し、（２）

True False と空所補充問題の PDF を視覚提示しかつ筆者

が音読し、回答を促した（40 分程度）。 

d.『発音の教科書』関連動画 
 第３の主教材である『日本語ネイティブが苦手な英語

の音とリズムの作り方がいちばんよくわかる発音の教科



教職課程センター紀要　第 5 号

126

書』の PDF を提示し、著者である筆者が補足解説をし、

かつ録音課題としての１文を指定するもの（10 分程度）。 

5.2.3 課題とフィードバック 
 課題の提出はすべて manaba の小テスト機能を利用し

た。 
LINKS の例文録音： 音声ファイルをアップロードさせ

た。このファイルは全員分を再生し口頭でフィードバッ

クを与える様子を撮影し、次回の授業の最初の動画とし

た。 

『心・技・体』要約：その日に解説した『心・技・体』

の内容を 200 字程度でまとめる。閲覧して確認するのみ

でフィードバックはしない。 

『心・技・体』サマリー手書き：その日に扱ったサマリ

ー英文を手書きで暗写・自己採点し、それを写真にとっ

てアップロードさせた。閲覧して確認するのみでフィー

ドバックはしない。 

LINKS ワードサーチ：動画のなかで指定した５語を探し

て書かせた。学期の後半には音節のパターン（「ポンポン

パターン」）も書かせた。自動採点で成績開示。 

LINKS ワークブック問題：True or False と空所補充問

題に解答させた。自動採点で成績開示。 

『発音の教科書』の例文録音：単語集の録音課題と合わ

せて同じファイルでアップロードさせた。 

不定期の特別課題: 学期の後半からは以上の通常課題に

加えて、筆者が過去に中学生・高校生を教えた授業録画

（Zero Landmines; My Little Friend Clipper)に関わる

特別課題を manaba のレポート課題として合計 10 種類課

した。内容は、録画を視聴して授業手順を描写する、オ

ーラルイントロダクションを書き取る、その書き取りの

誤りリストを作成する、英語による解説を書き取る、そ

の誤りリストを作成する、指定の文を音読する、本文に

ついての Q&A を作成する、本文についての TF およびキー

ワードチャートを作成する、などである。これらの特別

課題に対するフィードバックは、録音課題を除き、個別

ではなく全体の提出物を確認したうえで共通してみられ

る誤りなどを中心にとりあげた Word ファイルを作り、

manaba のコースニュースとして全員に配信した。録音課

題については動画によってフィードバックした。 

5.2.4 留意点と考察 
  ２年生以上の教職課程の学生ということで、ある程度

厳しい姿勢で接することを心がけた。録音ファイル名も

氏名を記入させ、個人のパフォーマンスの質を全員の前

で明示的に評価するという対面授業に似た状況が動画の

なかでも生み出されるよう努めた。  

 課題の量という点ではとくに後半の特別課題が加わっ

たころから、おそらく限界に近い量を課しているのであ

ろう、と認識していた。しかしながら例年の対面授業で

の課題量と大幅に変わってはいないと考えていた。 

 テクニカルな面での反省は、音声ファイルのアップロ

ード課題を manaba 小テストの一つとするのは賢明では

なかったということである。当初はすべての課題が一つ

小テストに含まれていれば学生も取り組みやすいし、教

員も整理がしやすいと考えたのだが、後から音声ファイ

ルだけをひとつのフォルダにまとめてそれを再生する、

という方法をとる場合にはそれは得策ではないと判明し

た。なぜならばアップロードされたファイルを一気にダ

ウンロードする方法が、manaba の小テスト機能の中には

実装されていないからである。したがってひとりひとり

の解答を開き、手作業で録音ファイルをダウンロードす

るという神経と時間を使う作業が必要となった。（一度実

際にダウンロード漏れがあり、フィードバック動画に含

まれなかった学生からの訴えにより気づいた、という事

例が１件あった。）すべての課題がひとつの小テスト内に

保管できるという利便性を犠牲にしても、録音課題だけ

は別のレポート課題としたほうがよさそうである。 

 

5.3 ゼミナール IIIA・IV A 
5.3.1 授業の概要 
 TED、英文法教科書、歌についてのプレゼンテーション

を軸にして英語技能を鍛える授業。実質履修者は最終的

に 20 名（英語学科３年生と４年生）。 

5.3.2 授業の形式 
 Zoom ミーティングで学生がプレゼンテーションをし、

それに対してフィードバックし、breakout ルームセッシ

ョンを行う。プレゼンテーションは、TED、英文法教科書

の English Grammar in Use、英語の歌の３種類で、毎回

それぞれの担当者が一人ずつ決まっている。プレゼンテ

ーションはライブで行うものではなく、発表学生があら

かじめプレゼンテーション動画を準備し、事前に教員に

送って修正指示を受け最終的に認められたものを、教員

が画面共有機能で再生する、という形をとった。Zoom ミ

ーティング当日にライブで行うのではなく、あらかじめ

作成した動画によってプレゼンテーションとする、とい

う形式は、正式の授業開始の前にゼミ学生と Zoom を用い

た実験を行った上で決定したものである。 

5.3.3 動画によるプレゼンテーションにした理由 
 ライブで行う場合に比べてあらかじめ作成した動画で

行うことの利点は以下のようなものがあると考えた。 
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 第１に、事前に提出させてチェックすることにより質

を向上させられる。発表の英語表現や発音などを事前に

チェックして複数回提出させて最終的にある程度の質に

なったものを Zoom セッション当時に流すことができる。 

 第２に、途中で介入しての音声指導がしやすい。筆者

の場合は学生のプレゼンテーションの最中、不十分な発

音や文法誤りがあった時には間髪をいれずそのことを指

摘するスタイルをとる。Zoom でのライブプレゼンテーシ

ョンの場合には、音声的なタイムラグがあり、そのよう

な介入がしにくい印象がある。これに対して学生が作成

した動画を筆者が操作していれば、自由にポーズを入れ

てそのような指導を行うことができる。 

 第３に音声がすぐに消えない。ライブの場合には学生

が不十分な発音をしたとき、その場ですぐに指摘したと

しても、指摘した時には当該の音声はすでに消えてしま

っている。動画であれば何度でも「巻き戻して」その音

声を繰り返し提示することができる。 

5.3.4 授業の流れ 
<TED> 
a. 動画による発表：発表者がパワーポイントでその TED

トークの概要をまとめ印象に残った３つの文を紹介する。 

b. 書き取りテスト：筆者が全体のなかから切り出してお

いた３秒ほどの音声ファイルを５つ再生し、学生が書き

取る。終了後すぐに答え合わせをし発音練習。 

c. 空所補充テスト：筆者が予め作成しておいた全体スク

リプトに 10 の空所を設けたファイルを画面共有し、空所

を補充させる。終了後すぐに答え合わせ。 

d. ブレイクアウトセッション：4 人グループになり本日

の TED トークから感じたことなどを英語で話し合う練習

をする。教員は巡回。 

＜English Grammar in Use＞ 
a. 動画による発表：EGU のひとつのユニットの解説ペー

ジを音読し、練習問題ページの問題と解答をいくつか言

う、という内容の発表者の学生が作成した動画を教員が

操作して再生する。必要に応じて適宜止め、発音のアド

バイスをし、その場で発表者本人に言い直させる。 

b. ブレイクアウトセッション: 主に練習問題ページを

使ってペアワークを行う。ただし時間の関係で、数回し

かやっていない。 

＜歌＞ 
a. 動画による発表： 発表者の学生がまず YouTube オフ

ィシャル動画を再生し、次に Word ファイルを示しながら

歌詞を音読・解説し、最後にアカペラで歌う、という内

容の動画を教員が操作して再生する。必要に応じて適宜

止め、発音のアドバイスをし、その場で発表者本人に言

い直させる。 

b. 全員による歌唱:  YouTube 動画を筆者が画面共有し、

全員で歌う。ただしゼミ生は全員マイクを Mute にしてい

るので実際には声はお互いに聞こえない。 

5.3.5 課題とフィードバック 
 発表者の 3名は動画を作成する過程および Zoomのフィ

ードバックをうける。当日の Zoom ミーティング内での小

テスト結果は各自が記録しておき、授業終了後 30 分以内

に Google Formsで作成したゼミの小テストフォームにア

ップロードする。正解は Zoom ミーティング中に口頭で確

認すると同時に、筆者が授業内で画面提示していたファ

イルを授業終了と同時にゼミの LINE に配信しておき、確

認させる。特に書き取り問題に関しては毎回、書き取れ

なかった箇所とそれについて思うことを書かせ、それぞ

れの弱点の意識化を促した。 

 

5.4 教職セミナー 
5.4.1 授業の概要 
 教員採用試験の対策として過去問題の英語長文（英語

教育や第二言語習得をテーマにしたもの）を題材にして

読解技能およびスピーキング技能を鍛える授業。これは

単位になる正規の授業ではなく教職課程センターの兼担

教員として担当しているキャリア支援の一貫としてのセ

ッションである。 

5.4.2 授業の形式 
  OD動画をセッションの 1週間前までに作成して配信し

ておき、それを視聴した前提で、Zoom ミーティングでは

その長文題材を元にした口頭運用訓練を行った。 

5.4.3 留意点と考察 
 題材の長文はおおよそ第二言語習得分野の専門書の抜

粋であり、本学の平均的学生にとって難度は高い。よっ

て OD 動画はかなり役にたったようである。構文を確認し

意味が理解できた状態で Zoom ミーティングに臨み、そこ

ではもっぱら当該題材を利用した音読練習、パラフレー

ズ練習、英語での応答練習を行った。ただし動画配信対

象者は 20 名を超えていたが、コンスタントに Zoom ミー

ティングに出席していたのは４名のみであった。アンケ

ートを行ってみると Zoom に不参加なのは時間帯が合わ

ないのが主な理由のようである。 

 

5.5  英語(R)中級 
5.5.1 授業の概要 
 大学の英語授業用のコースブックを教材として、リー



教職課程センター紀要　第 5 号

128

ディングを中心としたスキル授業である。実質履修者は

最終的に２２名（英語専攻ではない文系の１年生）。 

5.5.2 OD 動画の種類 
a. 録音課題に対するフィードバック動画 
 教科書の１ユニットを前半、後半に分け第１週(Day 1)

に前半、第２週(Day 2)に後半、のように２回の授業で１

ユニットを扱った。ひとつのユニットの前半はダイアロ

ーグがメインだが、その前半を扱う Day 1 では毎回（つ

まり授業全体としては２回に１回）２文程度を指定して

音読の音声ファイルを提出させていたので、それに対す

るフィードバック動画（20 分程度）。 

b. その日の授業動画 
 教科書(Ambitions: Pre-intermediate）を投影しなが

ら、そこに書かれている指示に従って筆者が授業（音読、

解説など）をする様子を録画したもの。 

 たとえば「音声を聞いて、次の質問に対する答えを選

びなさい」という問題であれば、音声ファイルを再生し、

正解を確認し、聞き取りの上でのポイントを解説する、

などである。 

 この他の授業にはなくこの授業の動画だけにある特徴

としては「応答想定ポーズ」を設けたことがある。応答

想定ポーズとは視聴者すなわち学生が筆者に応答するこ

とを想定して動画のなかで設けるポーズのことである。

たとえば二人（A と B）が話している対話題材であれば、

授業者が A になり視聴者が B になって役割練習をすると

いう設定で、授業者が A のパートのみを読み上げ、B の

パートの部分で学生が応答するだけのポーズを設けるも

のだ。対話を利用した役割練習でなくとも、リーディン

グ教材を利用した、対面授業であれば一斉コーラス音読

になるような音読練習でもこの応答想定ポーズを設けて

いた。つまり文を適当なチャンクに分け、チャンクごと

に私が音読（もしくは CD 音声を再生）し、ポーズを設け

て目の前にはいない学生が繰り返すことを促した。 

5.5.3 課題・フィードバック・評価 
 Day 1 には、ダイアローグの音読課題と、Reading Part

のテキストを範囲としたワードサーチ課題を出した。音

読課題については Day 2 用の動画の冒頭でフィードバッ

クした。ワードサーチ課題は manaba の自動採点で締め切

りと同時に正解と採点結果がフィードバックされた。 

Day 2 には Teacher's manual の一部として提供されてい

る単語テストを Google Form に写真として貼り付けて利

用し、やはり自動採点で正解と採点結果をフィードバッ

クした。 

 非英語専攻の１年生だということを考慮し、課題の難

度や量が無理のないものになるよう留意した。 

 

5.6 言語・教育演習 B 
5.6.1 授業の概要 
 音声学の文献を読み解きながら、歌を題材とした発音

訓練をすることで、音声学の知識を深め、発音の実技を

トレーニングする。実質履修者数は最終的に１５名（英

語専攻の３年生と４年生）。 

5.6.2  OD 動画の種類 
a. 録音課題に対するフィードバック動画 
 毎回、英語の歌の一部を指定して歌唱を録音してファ

イルで提出させていたので、それに対するフィードバッ

クを動画として作成したもの。 

b. 音声学の解説動画 
 音声学の文献の一部の PDF を投影しながら、それを解

説している様子を動画にしたもの。使用言語は日本語を

基本とし、一部英語。 

c. その日の楽曲の練習動画 
 上述した英語教育学入門で利用したのと同一の動画を

この授業でも利用した。 

d. 課題指示動画 
 その日に練習した部分のなかで歌唱録音して提出する

箇所を指示したもの。 

5.6.3 課題とフィードバック 
 その日の音声学の内容については、5 問のみ、動画 b

の最後に口頭で出題した。使用言語は英語。True or False

形式もしくは１〜３語で回答できる短答式問題を出し、

manaba の小テストで自動採点とした。やはり manaba の

小テストの１部とし、その日の課題を歌った録音をアッ

プロードさせ、こちらは一人ずつ再生してコメントした

動画を次週の授業用に作成した。 

 

6. 前期末の質問紙調査 
 以上の６つの授業のなかで、完全 OD 形式でかつ履修者

数が多かった３つ（「英語教育学入門 A」、「教科教育法（英

語）基礎 A」、「英語(R)中級」）について最終授業の課題

提出期限前後に、Google Forms を利用した顕名による実

態調査を行った。以上の３つの授業をそれぞれ「入門」

「基礎」「英 R」と略記する。匿名でなく顕名調査とした

のは個人の回答内容と学期内の様子を紐付けて理解した

いと考えたからである。 

 結果をすべて示すことはできないので、３つの授業に

共通した質問を中心に回答状況を示す。有効回答数は「入

門」が 55、「基礎」が 41、「英 R」が 14（英 R)であった。
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英 R のみ実質履修者数に比して有効回答数が少ないのは

最終授業終了してから１週間の時点 manaba で連絡した

ため回答依頼が読まれなかったケースが多かったためと

考えている。 

 

6.1 満足度とその理由 
 「全体として、この授業（教員の教え方）にはどの程

度満足・納得できましたか」に対する回答を表３に示す。

いずれの授業でも満足度は高かったと言えるだろう。 

 
表 3 全体的満足度カテゴリー別パーセンテージ 

カテゴリー 入門 基礎 英 R 

非常に満足・納得 43.9 53.7 50.0 

おおよそ満足・納得 49.1 39.9 50.0 

なんとも言えない 7.0 4.9 0.0 

あまり満足・納得できず 0.0 2.4 0.0 

まったく満足・納得できず 0.0 0.0 0.0 

 

 「そのような回答をした理由をひとつだけ挙げるな

ら？」というキューに対する自由記述回答を、満足度と

クロス集計したのが表４と表５である（英 R は割愛）。 

 自由記述に含まれるアイディアユニットを解釈・分類

し頻度を数えた。一回答が複数アイディアを含む場合も

あり、数値の合計と回答者数は一致しない。表の一番下

から３行目と４行目の間の二重線はプラスの評価とマイ

ナスの評価の境目である。当然のことながら満足度が高

いほどプラスの評価が多く、低いほどマイナスの評価も

ある。 

 

表４ 満足度回答の理由頻度カウント（入門） 
理由 ◎ ◯ △ 計 

説明が詳しく分かりやすかった 9 12  21 

フィードバックが丁寧だった 10 2  12 

発音に対する意識が向上した 3 5  8 

選曲が良い・歌が楽しい 1 3  4 

発音が上達した 2 1  3 

授業システムが良かった 1 2  3 

質問への対応が早かった 1 1  2 

対面講義であればさらによいはず  1 1 2 

フィードバック方法に不満あり   2 2 

上達しているかわからない  1 1 2 

◎：非常に満足／納得  ◯：おおむね満足／納得  

△：なんとも言えない 

 

 どちらの授業も共通して「フィードバックが丁寧だっ

た」「説明が詳しくわかりやすかった」のふたつが最も多

い。この２つが満足度のための重要な要因だった言える。

ただし満足度の低いほうでは、逆に「フィードバック方

法に不満あり」に分類した回答に検討すべき点があった。

これについては考察で触れる。 

 

表５ 満足度回答の理由頻度カウント（基礎） 
理由 ◎ ◯ △ 計 

フィードバックが丁寧だった 9 3  12 

説明が詳しく分かりやすかった 6 2  8 

教師としての心構えを学んだ 4 3  7 

担当者の熱意で意欲向上 3 2  5 

上達／成長を実感した 2 2  4 

充実していた 1   1 

提出期限に無理なかった  1  1 

授業サイクルが系統的  1  1 

フィードバック方法に不満あり  2 1 3 

教え方に正解はない   1 1 

オンラインなのにレベル高すぎ   1 1 

◎：非常に満足／納得  ◯：おおむね満足／納得  

△：なんとも言えない or あまり満足できない 

 

6.2 動画視聴の実態 
 OD 動画は視聴されなければ授業が成立しない。「授業

動画（フィードバック以外）はどの程度視聴しましたか」

に対する回答（表６）を見ると、視聴は十分にされたと

考えてよいだろう。 

 
表６ 授業動画視聴実態カテゴリー別パーセンテージ 

カテゴリー 入門 基礎 英 R 

100%見た 59.6 63.4 78.6 

90%くらい見た 29.8 31.7 14.3 

70〜80%くらい見た 8.8 4.9 7.1 

50〜60%くらい見た 1.8 0.0 0.0 

 

 では視聴の最中、授業者の呼びかけに従って発話・歌

唱練習はしたのだろうか。「授業動画を見ながら、指示に

従って自分で歌う／発話する練習をしましたか」に対す

る回答（表７）を見ると、この点も問題なさそうである

（「基礎」では視聴者想定ポーズをほとんど設けていな

い）。 

 
表７ 視聴者想定ポーズへの取り組みカテゴリー別パー
センテージ 

カテゴリー 入門 基礎 英 R 

よく練習した 66.7 - 71.4 

だいたい練習した 31.6 - 14.3 

時々は練習した 1.8 - 14.3 

見るだけだった 0.0 - 0.0 

 



教職課程センター紀要　第 5 号

130

 つぎに課題へのフィードバック動画の視聴状況はどう

だったろうか。筆者としては他の学生へのフィードバッ

クもすべて見て学んで欲しいが、自分へのフィードバッ

クが最も気になるのは無理もないところではある。「発音

のフィードバック動画はどの程度視聴しましたか」にた

いする回答（表８）によれば、最も多いのは「かなりの

程度見た」グループである。「基礎」を除いては自分のと

ころを中心に見たグループもかなり多い。「基礎」につい

ては科目の特性もあり、いちど「フィードバックは必ず

すべて見ること」、というメッセージを出したこともあっ

て自分のところを中心に見た割合が少ないのであろう。 

 
表８ フィードバック動画視聴の実態 

カテゴリー 入門 基礎 英 R 

いつも全員の分を見た 15.8 29.3 28.6 

かなりの程度見た 56.1 65.9 42.9 

自分のところを中心に見た 22.8 4.9 28.6 

自分のところだけを見た 3.5 0.0 0.0 

ほとんど見ていない 1.8 0.0 0.0 

 

 見ただけでは意味がないが、「発音のフィードバック動

画の発音についての指摘は理解できましたか」の回答（表

９）を見ると理解度も問題なかったようだ。 

 
表９ フィードバックの理解度カテゴリー別パーセンテ
ージ 

カテゴリー 入門 基礎 英 R 

よく理解できた 43.9 51.2 71.4 

だいたい理解できた 52.6 48.8 28.6 

あまり理解できなかった 1.8 0.0 0.0 

ほとんど理解できなかった 1.8 0.0 0.0 

 

6.3 課題の量 
 すべての授業で課題提出は毎週行った。特に「基礎」

では週に２回締め切りを設けて通常課題と特別課題の両

方を課していた。「課題の量はどう感じましたか」へ回答

（表 10）を見ると、かろうじて適正な量の範囲だったと

言ってよいのではないだろうか。 

 
表 10 課題量の認識カテゴリー別パーセンテージ 

カテゴリー 入門 基礎 英 R 

理不尽に多く心が折れそう - 7.3 0.0 

自分の限界に近いほど多い - 29.3 0.0 

多いが計画的にやればこなせ

る 
- 61.0 21.4 

余裕を持ってこなせる - 0.0 71.4 

その他 - 2.4 7.1 

「英 R」についてはもともと課題の量は抑え気味だった

ので回答は予想通りである。「入門」については、課題量

は最低限だったのでこの設問をそもそも設けていない。

「その他」は「この科目単体では多くないが他科目に比

べると圧倒的に多く辛かった」（基礎）、「全体量は多くは

ないが録音が大変だった」（英 R)という回答だった。 

 

6.4 発音上達の感覚 
 いずれの授業でも発音についてのフィードバックに力

を入れていたが、履修者の上達感覚はどうだったか。「自

分の英語発音技能について当てはまるものをすべて選ん

でください」として全体的および音素別の感覚について

尋ねた。紙幅の関係で全体的感覚についてのみ表 11 に示

す。いずれの授業でも以前よりも発音に注意するように

なり、技能が向上している感覚も持ったと言える。音素

別には「/l/の発音技能が向上した」という回答が３つの

授業とも最も多かった（それぞれ 64.9%、73.2%、64.3%）。 

 
表 11 英語発音技能上達の感覚カテゴリー別パーセン
テージ 

カテゴリー 入門 基礎 英語 

発音に注意するようになった 94.7 95.1 92.9 

発音の技能が向上した 66.7 80.5 78.6 

 

6.5 その他の自由記述への回答 
 最後に「上で答えていない感想、後期に向けて私に伝

えたいこと、希望、提案などがあれば何でも自由に書い

て下さい。」という自由記述設問（回答任意）を設けた。

入門で 19 名、基礎で 20 名、英 R で 8 名からコメントが

あった。以下で入門と基礎のコメントを分析する。入門

のコメントの中から言及している内容や概念を拾い、そ

の頻度を集計し降順でソートした結果を表 12 に示す。 

 

表 12 その他の自由記述コメント（入門） 
言及している内容・概念 頻度 

楽しさ 6 

上達、成長、学び、充実感 5 

発音の難しさ 4 

選曲の良さや今後の選曲希望 4 

ワードサーチ課題の難しさ 2 

フィードバックの丁寧さへの感謝 2 

自分ができないことの辛さ 1 

対面形式の希望 1 

オンライン形式の継続の希望 1 

教員の口が見える映像の希望 1 

その他の感謝 1 
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 たとえば一人の回答者が「楽しい」「楽しく」「楽しみ」

などの表現をコメントの中で一箇所または複数箇所で使

用していた場合に、「楽しみ」の頻度を１とカウントして

ある。 

 最も上位にきているのが「楽しさ」、そして「上達、成

長、学び、充実感」、「発音の難しさ」が後に続いている。

この３つをつなぎ合わせると、楽しみながら授業を受け、

発音の難しさを感じつつも、上達を実感した、となるが、

これは実際に個別のコメントをすべて目視した時の全体

的な印象と合致している。 

 例えば次のコメントは、「楽しさ」「上達、成長、学び、

充実感」「フィードバックの丁寧さへの感謝」に言及して

いると判定したものである。 

前期受けた授業の中で、一番自分の成長が実感でき

た授業だったと思います。歌で発音を覚えることで、

楽しく学ぶことができましたし、最近では、他の授

業で英語を使う際や、趣味で洋楽を歌う際に、一つ

一つの発音に気を付けるようになりました。また、

フィードバックで発音にコメントがいただけること

も、授業のやる気に繋がっています。楽しく歌って

発音が学べるこの授業が大好きです。（後略） 

 次に「基礎」の頻度集計を表 13 に示す。「発音に対す

る意識変革と向上」が群を抜いて多く、つぎに「課題の

軽減への希望」と「上達、成長、学び、充実感」への言

及が同程度に多い。 

 

表 13 その他の自由記述コメント（基礎） 
言及している内容・概念 頻度 

発音に対する意識変革と向上 8 

課題の軽減への希望 5 

上達、成長、学び、充実感 5 

率直な評価で感じたストレス 3 

フィードバックの丁寧さへの感謝 2 

オンライン形式の良さ・継続の希望 2 

教員の口が見える映像の希望 1 

対面形式の希望 1 

その他の具体的な希望 1 

 

 １年生に楽しく達成感を得てもらうということを最大

の目標にした「入門」と異なり、教員免許の取得の意思

をある程度固めた２年生が履修する「基礎」では、筆者

は楽しさの創出を全く追求していない。履修者がそれま

で英語授業一般とくに発音指導に対して抱いてきた既成

概念を激しく揺さぶり、実際の発音技能を向上させるた

め、平均的な履修者の限界に近いと思われる量の課題提

出を毎週課し、提出された録音の質に対しては白黒をは

っきりさせた表現でフィードバックし、ときに叱咤と激

励を繰り返した。この筆者の狙いと態度がそのまま表 10

に表れていると言えるだろう。 

 例えば次のコメントは、「発音に対する意識変革と向上」

「率直な評価で感じたストレス」「オンライン形式の良

さ・継続の希望」にカウントしてある。 

はじめてのオンライン授業で不安な部分も多々ありま

したが、前期を終えてホッと安心したのが 1 番です。

授業開始時は教科書も手元に無かったので、映像で見

ることができて助かりました。ありがとうございまし

た。前期の講義を受講し、今まで学んできた英語はな

んだったんだと絶望し、このような人間が英語教師な

ど今から目指せるものか、一気に将来に不安を感じま

した。さらにもともとの知識(文法や単語力)にも欠点

が多くみられ、発音に重点を置いて学習しなおそうと

思いました。講義内での先生のお言葉は厳しめのもの

が多く、何度も心が折れ、火曜日がくるのが正直しん

どいと思ったことが何回もありました。が、その都度

manaba に書かれていた「理不尽的な厳しさではないの

で頑張ってついてきてください」という言葉を見て自

分を励まし取り組んできました。対面型の通常授業だ

と恥ずかしさが勝って控えめになりがちですが、オン

ラインという環境を逆手にとって家の中でどんどん発

音し、自分の「英語」を見直す良い機会だと思って、

これからも精進します。（後略） 

  

7. 考察およびまとめ 
 初めてのオンライン授業であったが、前期を終えてみ

て、全体としては OD 方式でも十分に効果があると感じる

ことができた。これは学期中の録音課題の質の向上およ

び学期末の質問紙調査を総合しての判断である。表４と

表５の結果から、主に（１）動画での説明が詳しかった、

（２）提出物に対して毎回丁寧にフィードバックがあっ

た、という認識が肯定的な評価につながったとわかる。 

 ただし件数は少ないが、否定的な評価をしたコメント

の中に、フィードバックが「サドンデス方式」をとった

ことに対する不満を表明したものがあった。上でも述べ

たが履修者が 50 名を超える「入門」と「基礎」では、時

間的な問題を考え、全員の録音を最初から最後まで聞く

ことはせず、発音の不備があった時点でそのことを指摘

した上で再生を打ち切った。これは筆者の対面授業での

「グルグル」活動（靜, 2009)にならったものである。 
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 しかし改めて考察するならば、対面グルグルと OD 動画

では大きな違いがある。それは対面であれば「グルグル」

の名称のとおり、ある瞬間に「サドンデス」になったと

してもその授業時間内に教師が周回してくる回数だけ再

度挑戦する機会があるのに対し、OD 動画ではその週はそ

れで機会が絶たれてしまうことである。 

 発音項目の数は有限なので、たとえば /ð/の発音でつ

まずいた学生は、それを修正しさえすれば次週の課題で

挽回することは十分に可能であるし、そのような修正を

くりかえせば発音が上達していくはずである。その意味

では「サドンデス」方式にも理がないわけではない。 

 しかし現実問題として、何度も録音してチェックした

うえで提出してきた数十秒の録音課題が、極端なケース

では、文頭部分の "The . . ."の/ð/が不備であったため

にその瞬間で再生を打ち切られ、それ以降は一切聞かれ

ない、ことに対して当該学生が「フェアでない」という

感情を抱いたとしても無理はないと言えよう。 

 今回の自由記述を読んで改めて考察した結果、週に一

回のみ提出してくる録音に関しては教育的配慮として全

員の分を最初から最後まで聞くべきだった、と考えるに

至った。実際、人数的に全員の分を最初から最後まで聞

いてフィードバックした「英 R」では不満は皆無である。 

 しかしだからと言って前期と同じ程度の録音課題を出

していては「入門」と「基礎」の授業ではフィードバッ

ク動画だけで 40 分を超える長さとなり、筆者の側も聞く

学生の側も負担が大きすぎる。いまのところ解決策とし

ては一度に出題する録音課題の長さをやや短くするしか

ないと考えている。「基礎」であれば毎回４文の録音を課

していたものを、３文ないし２文にする、あるいは短め

の文を選ぶ、などである。発音項目の数は有限なので計

画的に文を選んでいけば一度の録音課題が短くなっても、

学期を通じて必要な発音項目をカバーすることは十分に

可能なはずである。後期はその方向で考えたい。 

 自由記述から示唆を得た後期に向けてのもうひとつの

可能性は、従来の OD 動画配信に加える形で、３週間に１

回でも Zoom による同時双方向指導を行うことである。発

音指導に関してはやはり指導者の口元が動いているのを

見たいという希望が複数あった。現実には指導者の口を

正面から見たときに見える調音方法の特徴はごく限られ

たものであって、Zoom で筆者の顔を見ることによって OD

動画では理解できなかった部分が理解できるようになる

ことは、学生が思っているよりも遥かに少ない。しかし

口の動きによってというよりも、その場のインタラクテ

ィブなやり取りによって理解できるようになる部分はあ

ると思われる。なお Zoom ミーティングの場合は全員が出

席できる保証はないため、希望者だけによるオプショナ

ルなミーティングとすることを考えている。 

 また筆者のコントロールを超える根本的な問題として、

対面授業再開の時期と是非がある。キャンパスを一度も

見たことのない同じ１年生から、「後期に対面で授業をす

ることはやはり難しいのでしょうか。歌や発音が主な授

業のため、やはり直接見てもらいたいです。」（入門）と

いう声と、「新型コロナウイルスが拡大しているので、後

期も今の授業形態を継続して欲しい。さすがに対面形式

で行うとなると、気が引けて、対面授業には参加できな

い。」（入門）という声の相反する要望が表明されていた。

2020 年８月末現在、感染の収束の兆しは見えず、対面授

業再開の見込みも立っていない。感染が収束し次のよう

な学生の希望が叶う日が一ヶ月でも早く訪れることを祈

るばかりである。 

「前期の講義ありがとうございました。これはおそらく

叶わない希望ですが、後期は対面授業で普通の大学生に

なりたいです。よろしくお願いします。」（英 R) 
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